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「ＪＰシートの合成とは」
JP法研究会 富士栄

■ＪＰシートの合成とは

２つのシートを１つにまとめることをいいます。今回の会報のように、同じ日に別々の
シートが点灯した時に使います。

４１３と４１８の合成について考えてみましょう。

同時に点灯しているので、どちらも満たすようにシートを作成しかないといけません。

４１３は下記のように２つの入力項目からなります。簡単なシートです。
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４１８は下記のようにたくさんの入力項目からなります。

この２つのシートを１つにまとめていくわけですが、４１８のほうが入力項目が多いで
すから、こちらを軸として４１３シートの項目をすりあわせていきます。

４１３は２つの入力項目しかありません。

短期弾性値 以下 の項目に「０」
ＲＪ指数 以下 の項目に「１５」

です。

同じところに入っている数値をすり合わせていきます。
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４１８
短期弾性値 以下 の項目に「－２」

よって４１３「０」と４１８「－２」ですから、共に満たすためには、「０」を採用す
ることになります。

※０以下と－２以下ですから、－２以下としてしまうと－１が合格してきません。
よって「０」以下を採用することになります。

ＲＪ指数の項目ですが、４１８には入っていませんので、そのまま「１５」をセットし
ます。

コメントも手直しして、４１８はこのようになります。

このシートを９９９番へ保存します。
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シートの右列にある「保存」をクリック、

９９９と入力して「ＯＫ」です。

これで９９９番シートに保存出来ました。

■合成のコツ

「以上」の項目に数値が入っていたら、数値の小さいほうを採用する。
例えば、－１以上と５以上だったら、「－１」をセットする。

「以下」の項目に数値が入っていたら、数値の大きいほうを採用する。
例えば、－５以下と３以下だったら、「３」をセットする。

片方に数値が入っていて、もう１つに入っていない場合、そのままその数値をセット
する。

ＸＸ周期の項目はそのままセットする。
例えば、最安値周期に「２０」が入っていたらそのまま「２０」をセットする。


